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調査
時期

平成２５年４月 

 

（問い合わせ先） 

〒514-8570三重県津市広明町１３番地 

三重県戦略企画部戦略企画総務課 
   （担当）：佐波、藤田 

  ℡059-224-2062  fax059-224-2069 

  e-mail :  sensomu@pref.mie.jp 

 

 
 

   第２回みえ県民意識調査の結果概要  ～県民の皆さんの幸福実感を調査しました～              
 
 
 
 県では、平成２４年度に策定した「みえ県民力ビジョン」において、「県民力でめざす『幸
福実感日本一』の三重」を基本理念として掲げており、県民の皆さんの「幸福実感」を把握
し、県政運営に活用するため、一万人の県民の皆さんを対象に毎年「みえ県民意識調査」を

実施しています。 
今回、平成２５年１月から２月にかけて実施した「第２回みえ県民意識調査」の集計結果
がまとまりましたので、お知らせします。 
  

記 
 

１ 調査の概要 
（１）調査期間 平成２５年１月～平成２５年２月 
（２）調査方法 県内に居住する２０歳以上の男女１０，０００人に対する郵送アンケート 
（３）有効回答数 ５，４３２人（有効回答率 ５４．３％） 

図表１－１ 一万人アンケート（23年度まで）とみえ県民意識調査の有効回答率の推移 
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属性 属性項目 ｻﾝﾌ゚ﾙ数（件数） 構成比（％） 対前回差（ﾎ゚ｲﾝﾄ）
北勢地域 2,394 44.1 (0.1)
伊賀地域 557 10.3 (0.9)
中南勢地域 1,516 27.9 (-0.7)
伊勢志摩地域 751 13.8 (-0.2)
東紀州地域 214 3.9 (0.0)
男性 2,441 44.9 (-1.9)
女性 2,869 52.8 (1.5)
不明(未回答等） 122 2.2 (0.4)
20歳代 321 5.9 (-0.7)
30歳代 666 12.3 (-0.8)
40歳代 864 15.9 (0.8)
50歳代 937 17.2 (-0.3)
60歳代 1,291 23.8 (-0.8)
70歳以上 1,254 23.1 (1.8)
不明(未回答等） 99 1.8 (0.1)
農林水産業 175 3.2 (-0.5)
自営業、自由業 524 9.6 (-1.3)
正規職員 1,358 25.0 (-1.2)
ﾊ゚ ﾄー･ﾊ゙ｲﾄ･派遣 972 17.9 (0.4)
その他の職業 205 3.8 (1.1)
学生 68 1.3 (0.0)
専業主婦・主夫 742 13.7 (0.1)
無職 1,237 22.8 (1.0)
不明(未回答等） 151 2.8 (0.5)
未婚 635 11.7 (-0.9)
既婚 3,932 72.4 (-1.9)
離婚・死別 509 9.4 (-1.2)
不明(未回答等） 356 6.6 (4.1)
単身世帯 414 7.6 (0.2)
一世代世帯 1,473 27.1 (-2.7)
二世代世帯 2,376 43.7 (-1.4)
三世代世帯 731 13.5 (-0.7)
その他 305 5.6 (4.2)
不明(未回答等） 133 2.4 (0.3)
100万円未満 1,509 27.8 -
100～200万円未満 1,034 19.0 -
200～300万円未満 803 14.8 -
300～400万円未満 514 9.5 -
400～500万円未満 376 6.9 -
500～600万円未満 264 4.9 -
600～800万円未満 319 5.9 -
800～1,000万円未満 122 2.2 -
1,000万円以上 80 1.5 -
わからない 179 3.3 -
不明(未回答等） 232 4.3 -
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（４）回答者の属性 

図表１－２ 回答者の属性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※本人の年間収入について、前回調査では世帯全体の年間収入を質問していることから、前回調査との比較はできません。 

 
（５）調査項目 
  第１回から継続：「幸福感」、「地域や社会の状況についての実感」 
今回新たに設定：「家族や精神的なゆとり」、「地域や社会への参画」、「家計や仕事のこと」
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３ 地域や社会の状況についての実感 
 

「地域や社会の状況についての実感」は、平成２４年度に策定した「みえ県民力ビジョン」
で政策分野ごとに設定した１６の「幸福実感指標」に対応した質問となっています。 
「幸福実感指標」は、県民の皆さん一人ひとりが生活している中で感じる政策分野ごとの
実感の推移を調べ、全体としての幸福実感を把握するための指標です。 
 

地域や社会の状況について、あなたの実感をおうかがいします。 

次の（１）から（１６）までの１６の質問それぞれについて、あなたの実感にもっとも近いものを

１つだけ選んでください。 

 

（１）災害等の危機への備えが進んでいると感じますか。   

（２）必要な医療サービスが利用できていると感じますか。 

（３）犯罪や事故が少なく、安全に暮らせていると感じますか。   

（４）必要な福祉サービスが利用できていると感じますか。   

（５）身近な自然や環境を守る取組が広がっていると感じますか。  

（６）一人ひとりが尊重され、誰もが社会に参画できていると感じますか。   

（７）子どものためになる教育が行われていると感じますか。  

（８）地域社会の見守りの中で、子どもが元気に育っていると感じますか。   

（９）スポーツを通じて夢や感動が育まれていると感じますか。   

（10）自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も住み続けたいと感じますか。   

（11）文化芸術や地域の歴史等について学び親しむことができると感じますか。   

（12）三重県産の農林水産物を買いたいと感じますか。   

（13）県内の産業活動が活発であると感じますか。   

（14）働きたい人が仕事に就き、必要な収入を得ていると感じますか。   

（15）国内外に三重県の魅力が発信され、交流が進んでいると感じますか。   

（16）道路や公共交通機関等が整っていると感じますか。 

   

（※）選択肢はいずれの質問も下記の通りです。 

    １感じる  ２どちらかといえば感じる   

３どちらかといえば感じない     ４感じない  ９わからない  

 

※継続（第１回調査においても質問しています） 

 

報告書 19～55頁 
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％

 

（２）何歳まで働きたいか（就労意欲） 
・あなたは何歳くらいまで働きたい（収入のある仕事をしたい）とお考えですか。 

・（「（ ）歳くらいまで働きたい」、「できるだけ生涯働き続けたい」の方に） 

そう考える理由は何ですか。 

※新規（第１回調査では質問していません） 
 
何歳くらいまで働きたい（収入のある仕事をしたい）か質問したところ、「できるだけ生涯
働き続けたい」が32.3％と最も高く、次いで「今、働いておらず、今後も働くつもりはない」
（18.0％）、「65歳くらいまで働きたい」（12.5％）となっています。 

 
図表６－３ 何歳まで働きたいか（就労意欲） 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

「（ ）歳くらいまで働きたい」または、「できるだけ生涯働き続けたい」と回答した方に、
働きたい理由を質問したところ、「経済的なゆとりがほしい」が66.0％と最も高く、次いで「生
活費や教育費などをまかなう必要がある」（49.7％）、「健康によい」（42.6％）、「社会とのつな
がり、交流がほしい」（36.9％）となっています。 

 
図表６－４ 就労を希望する理由〔複数回答〕 
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％

 
（３）パート、アルバイト、派遣社員の方が希望する働き方 

・（パート、アルバイト、派遣社員などの方に）あなたは、今後、どのように働きたいと考えていますか。 

・（正社員として働きたいと答えた方に）正社員（正規職員）として働きたいと考える理由は何ですか。 

※新規（第１回調査では質問していません） 
 
パート、アルバイト、派遣社員などの方に、今後、どのように働きたいか質問したところ、

「パート、アルバイト、派遣社員などとして働きたい」（49.2％）が最も高く、次いで「正社

員（正規職員）として働きたい」（21.9％）となっています。 
 
図表６－５ パート、アルバイト、派遣社員などの方が希望する働き方 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

「正社員（正規職員）として働きたい」と回答した方に対して、正社員（正規職員）として

働きたいと考える理由を質問したところ、「より多くの収入を得たい」が 83.1％と最も高く、

次いで「雇用が安定している」（69.5％）となっています。 
 
図表６－６ 正社員として働きたい理由（複数回答） 
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（４）働いていない（収入のある仕事をしていない）理由 

（専業主婦・主夫、無職の方に）働いていない（収入のある仕事をしていない）理由は何ですか。 

※新規（第１回調査では質問していません） 
 
専業主婦・主夫、無職の方に、働いていない（収入のある仕事をしていない）理由を質問

したところ、「定年退職、高齢」が 66.7％と最も高く、次いで「健康、体力面」（24.2％）と

なっています。 

図表６－７ 働いていない（収入のある仕事をしていない）理由〔複数回答〕 
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（５）専業主婦・主夫、無職の方の就労意欲 

（専業主婦・主夫、無職の方に）働きたい（収入のある仕事をしたい）と思っていますか。 

※新規（第１回調査では質問していません） 
 
専業主婦・主夫、無職の方に、働きたい（収入のある仕事をしたい）と思っているかを質

問したところ「働きたいとは思っていない」が44.5％となっており、｢今すぐにでも働きたい

と思っている｣と「いずれ、働きたいと思っている」の割合を合計した割合（22.0％）より22.5

ポイント高くなっています。  

図表６－８ 専業主婦・主夫、無職の方の就労意欲 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いますぐにでも働きたいと思っている」または「いずれ、働きたいと思っている」と回

答した方に対して、どのように働きたいと考えているか質問したところ、「パート・アルバイ

ト・派遣社員など」が74.6％と最も高く、次いで「企業、役所、団体などの正規職員」（15.6％）、

「自営業、自由業」（11.2％）となっています。  

図表６－９ 専業主婦・主夫、無職の方の希望する働き方〔複数回答〕 

 

 

 

 
 

 

 

 

その他 

・詳細を記載した第２回みえ県民意識調査の報告書は、県庁や各県庁舎（地域防災総合事務
所、地域活性化局）に配置するとともに、県ホームページでもご覧いただけます。 
  URL http://www.pref.mie.lg.jp/SENSOMU/HP/mieishiki/  （「県民意識トップ」で検索） 
 
・今後、集計データをもとに戦略企画部において詳細な分析を行い、平成２５年夏頃までに
研究レポートをまとめ、公表する予定です。 

報告書 123～125頁 


